














































































































　佐島は，北緯 35 度 14 分，東経 139 度 36 分，本州太平洋側の中程に位置する（図 1）。三浦半島


















　明治 4 年（1871）の戸籍簿によると，総戸数 176 戸のうち 151 戸が漁業に従事するが，そのうち
135 戸が農業も営む「農間漁業」とされている［神奈川県教育庁指導部文化財保護課，1971］。じつに





しつつある。農林水産省の漁業センサス調査（第 10 次，1998 年実施）では，佐島は第 2 種漁港を










































































































　それに対して，ミヅキの場合には，1 年の残りの期間，つまり約 10 か月の間おこなうことがで



















り浅いイソ（磯）が主たる漁場となり，キワモグリは 5 尋（7‒8 ｍ）くらいまでのところが漁場となる。
オキモグリではその人の潜水能力や生業戦略にもよるが 10 尋（15 ｍ）から 15 尋（23 ｍ）くらいま
でのネ（根）が漁場となる。このうち佐島においてもっとも一般的なモグリはキワモグリである。
　1950 年代，オキモグリは多いときでも 15 人くらいしかいなかった。それに対してキワモグリは
さまざまな漁と兼業する人を含めると 50 人は存在した。キワモグリ 50 人のうち，イソモグリは







　2010 年現在，佐島ではモグリの漁期は 7 月 1 日から 9 月 30 日までの 3ヶ月間と漁業協同組合で
決められている。その間，モグリに出るのは 40‒50 日である。1950 年代は，6 月 1 日から 10 月 10
日までの四
よつきとうか























　キワモグリでは，午前 8 時に漁に出て午後 3 時頃まで海
にいるが，その間に 1 人当たり 100‒150 回の潜水を繰り返
































　海中にいる時間は 30‒50 分程度で，その後 30‒60 分は舟上で火に当たるということを繰り返す。
その単位をクラという。つまり舟から海中に下り，また舟に上がるまでが 1 クラである。なお，1
クラあたり潜る回数や時間は人それぞれである。通常 1 日に，昼飯までに 2 クラ，その後に 2，3























































　ミヅキはその気になれば一年中おこなうことはできるが，主たる猟期は 11 月から 2 月頃までの









































































































　日本には，種としては，クロアワビ （Haliotis discus discus），メカイアワビ（Haliotis 

























　マダカアワビは，3 種の中ではもっとも大型になり，1 個が 1kg を超えるものがある。中には殻






　なお，昭和 26 年（1951）施行の神奈川県漁業調整規則により，アワビの産卵期を中心とした 11




















　そうしたとき，図 6 に示された最近 10 年間におけるアワビのキロ当たりの単価を他の魚介類と
比べると，アワビが 6000 円から 9000 円台で推移しているのに対して，たとえばサザエはその 6 分


































































       ＊ ：食用にはしない






































































































































































































































































































































































クロアワビ ナミノコ＜稚貝＞ * *クロクチ（黒口）　クロガイ（黒貝）　クロッケ（黒貝） 
クロガイ（黒貝）
　再放流 *　　　　　　　殻長11㎝以下




















































































































































商品価値が劣るとされた 1 個 1kg を超えるような大貝（マダカアワビまたは希にメカイアワビ）
の評価はまったく変わってしまった。むしろ大きなアワビほど現在では商品価値が高く，市場では












































↓      　　　  　 ＊②から③への仲介者 ････ 魚屋（小売業者）














































































「生産者の自慢」をうたい文句にするもので，2012 年現在，60 品目（96 登録品）が指定されている。






























































けられ，またヒラメも 1‒1.5kg がショウビラメ（小ビラメ），1.5‒2.7kg がチュウビラメ（中ビラメ），
2.7‒3.7kg がチュウオオビラメ（中大ビラメ），3.7‒4.45kg がオオビラメ（大ビラメ），4.5kg 以上が
トクダイビラメ（特大ビラメ）と区別されている。この場合，佐島の漁師が捕る段階まではソゲと























































　1998 年調査の漁業センサスによると，総戸数 575 戸のうち漁業世帯は 136 戸（漁業世帯員数 466
人）となっている。漁家割合は約 24 パーセントにすぎない。また，漁業世帯のうち農業と兼業す
る家は 0 である。センサスでは佐島は第 2 種漁港を有する漁業集落と認められるが，すでに主な産
業は漁業でも農業でもなく第 3 次産業となっている。つまり，1998 年には，百姓漁師はセンサス
の上では佐島から消滅したことになる。
　そして 2009 年現在，佐島では海岸線にまで迫る台地の上部は大規模な住宅開発が進められてい





























（ 1 ） 一般和名の例としては，シシャモが挙げられる。
標準和名はキュウリウオでありながら，シシャモとして
流通していることが多い。
（ 2 ） かつては 3 尋より浅いところにもノテンゲはい
たが，見つけ易いため採り尽くされてしまったとされ
る。
（ 3 ） クロアワビの生態として夜になるとカジメを食
べにホラやタナの奥から出てくる。しかし，夜間はアワ
ビのミヅキはおこなえない。
（ 4 ） ヨヅキは，昭和 26 年（1951）以降，神奈川県
漁業調整規則により禁止されている。
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A Review Study of Fish Taxonomy : Folk Classification and Commercial 
Naming of Abalones 
YASUMURO Satoru
How do people recognize nature? What does the recognition mean in the relationship between nature 
and man? People have diverse viewpoints when they see natural objects. Especially, how to classify and 
name them may show in the simplest way how people have recognized and exploited nature. 
This paper investigates the realities and changes of grouping and naming of natural objects, mainly 
abalone and a shellfish that has been regarded highly valuable for a long time, to examine the cultural 
meaning of folk taxonomy. Moreover, this study is aimed at revealing how they are related to the modern 
life. In one word, the objective of this study is to assess the significance of folk classification in life and 
cultural systems.
In addition to biological names such as scientific names and standard Japanese names, there are regional 
names, on which the studies of folk taxonomy have focused. On the other hand, there are a variety of classi-
fications and names used in the commercial distribution stage after fish are transferred from nature to man. 
They are regarded as market names or commercial names. Although the studies of folk taxonomy have 
paid little attention to them, investigating how fish are classified and named through economic activities by 
the time they are delivered to consumers is essential for the folklore studies that also cover modern times.
In the research target area, Sajima (Yokosuka City, Kanagawa Prefecture), “kê (kai)” usually means 
abalone. It has two different names, naminoko and kê, according to its stage of growth. Moreover, according 
to folk taxonomy, kê is further classified into three types: kurokke, matakê, and marukke. This classifica-
tion agrees with biological taxonomy.
The grouping and naming of abalone by Sajima fishermen reflect their life and cultural systems as well 
as constitute them. On the other hand, the classification and naming by fisheries cooperatives and markets 
are used for market or commercial names. While following traditional classifications and names by fisher-
men, market and commercial names have been established after changes that clearly reflect commerciality 
such as sales strategies of fisheries cooperatives, convenience in the distribution system, needs of bro-
kers, and preference of consumers. There has been a tendency that more versatile grouping and naming 
methods that are easy for consumers to understand can survive the changes. It is discovered, however, 
that at the same time, they also tend to become more fractionated and complicated for differentiation and 
branding purposes. 
Keywords: Folk taxonomy, regional names, abalone, folklore, Miura Peninsula
